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＊ b 〉 b（～β） b～w b～w
上の表で太い枠で囲まれている部分のg～xの表き分けは次のようになっている。
＊ k～＊q　＞
aqa
mlqan
γaqal
saqal
ariki
eke
yeke
6kin
＊ k～＊q
noqal
SO儀O「
9
ag
mlag
gag
sagal
a「91
eg
hig
ugm
W
nOW賛
SQwor
Ag
M宝ag
Gag
Sagal
Arki
Eg
Ig～Xig
Ugin
NogO
Sogor
兄
肉
豚
髭顎
鱈
、
7
母
大きい
娘
犬
　
盲
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nUke
n6k6r
＊9－一　＊γ　〉
daγaγa
6ngge
＊ 9～＊γ　〉
moγOl
noγOγan
｝lrγ疑γan
taγu
nUWU
n疑wur
9
daag
ungu
W
mOWO
Nugu
Nugur
Dag
Ungu
Mogo
nuwaars　Nugars
」三rwOO
taaWU
JirgO
Tagu
穴
夫、妻
子馬
顔色
蛇
青草
六
こがらす
　　すなわち、＊k～＊（1，＊g～＊γに由来するwは、（1）円唇母音o，uに隣鞍し、（2）ungu「顔色」
　のように直前にnがなく、（3）ugin「娘」のように直後に呈がないという条件を満たした場合に
　用いられ、それ以外の条件ではgが用いられている。なお、㌔に由来するwは非円唇母音に
　隣接する位遣でも用いられている。
（切kolgi「耳垢」（qu玉ki）は例外。『比較圏にorgi－「捨てる」（orki－）という語が載っているが、
　これも例外。
⑯さらにeg　「・｝1　」（eke＞に対してekee「flM　」という例もある。
（19）　sak　「躁骨」（saqa）は例外。　tuiwun「生の」がモンゴル文語の痴g藪eiに対癒するのであれ
　ば、これも例外になる。
参考文献
安俊（1986）『赫哲語簡志＄民族畠版社
布・恰・托達叶娃（1957）「研究中国各蒙古語和方言的初歩総結」
恩和巴國編（1983）『達漢小詞典』内蒙古人畏嵐版社
騨国語文3総結62期32－40
恰勘楚倫、胡格金台「達呼爾方欝輿満、蒙語之異動比較直學梅出版社
賀興絡、其達拉圏、阿拉塔編（1983）勢β温克語蒙漢対照詞彙毒民族鵡版社
胡増益、朝克（1986＞ifPgll温克語簡志」民族出版社
胡増益、勢β倫春語簡志3民族出版社
開英編（1983）「達斡爾、恰薩寛、漢語対照詞典tS薪彊人民出版社
掌木四来、喰勘額ホ敦（1983）「達斡爾語輿蒙古語比較露内蒙古人民畠版社
孫竹（1986）檬古語文集』青海入昆出版社
伸素純（1980）「達斡爾的元音和階」「民族語文諜一九八〇年第四期18－27
　　　（1982）ド達斡爾語簡志s民族出腋社
武・呼格吉勒図（1986）「試論中世紀蒙古語元音e的音値」　『内蒙古大学学輪哲学社会科版　第
　　　　　3其躍）　　41－47
服部四郎（1959）「蒙古祖語の母音の畏さ」階語研究譲36号40－54
　　　　（1983）「蒙古諸言語の㍉の折れ」「月刊書語』vol．12，　No．6，　iO9－ll1
17
ダグール語爾屯方雷の特徴
　　　　　（1986）「服部四郎論文集　第一巻　アルタイ諸言語の碕究鶏三省堂
　　　　　（1987）『脹部四郎論文集　第二巻　アルタイ諸雷語の研究恥三省堂
野村正良（1979）「原蒙古語の母音体系に就いての研究　一蒙古語比較音韻論研究一s釆華書林
オノンウルグンゲ著　原もと子訳（1976）「わが少年時代のモンゴル＄學生社
佐藤暢治（1985）「ダグール方書の母音変化」「モンゴル研究s（モンゴル研究会）No．8，111－118
津曲敏郎（1986）「ダグール語ハイラル方雷基礎語彙」geモンゴル硬究露No．17，2－38
Ivanovskiy，　A。　D．　（1894）　Manブuプica　Specimens　of　the　Solon　aアzd　tゐe　Dα8－ur　la　zgages，　Akad6mia圭
　　　　　kiad6，　Budapest　1982．
Martin，　Sam縫el£．（1961）　Dagur　Mongoiian　G　ra〃1〃醐Texts，α刀d、レ」じi‘oη，　Uralic　a簸d　Altalic
　　　　　Ser至es　Vo至．4，　Bloo艶ingto簸
Poppe，　N．（1934＞　‘Uber　d量e　Sprache　der　Daguren，’　Asia　Ma／or　X璽，　i－32．
（1955）　　Introduction　to　Mongotian　Comψarative　Studies，　Keisink隻．
flonfie，　H．　（1930＞2ユarypcKoe　Hapeq匪e．　Iv！aTepMaAbl　KoM｝｛cα粥　no　ncc”leAoBaHli｝o　Mo｝if・odibc｝｛o藍　｝・l　Ta．HKY
　　　　　　TyB陥cKo営Hapo朋b董x　pec蕨y6測K擁6yp月丁酸o難ro認bcKo涌ACCP㌧澱e｝照避pa瓜．
Meerviea　C．，正O．赫蟹｛x　aMraaaH　（1982）Op9レ蓄H　YeH伽MoHI・oA　xsfi，　a無ryy，　y澱a｝i6aaTap
To及aeBa，　B．　X．（1960）MouroabcKlie　fi3bil〈vaレ1期a滋eKTbl　IcMTafi
　　　　　　　（1986）最arypcK｝磁H3biK，レ13及aTeJ蓄bcTBo‘‘HayKa’，，；vloeiく8a．
1987年5月30El
18
